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PC複合トラス橋は、上下床版をコンクリート、ウエブを鋼管トラスとする複合構造で、上部工の

軽量化、施工の省力化、景観性の向上、長支間化が図れる構造形式です。ピーエス・コンストラク

ションでは、2009年に猿田川橋・巴川橋を施工しています。本橋は、PC複合トラス橋としては世界

最大の支間長であるとともに同構造で世界で初めてラーメン構造を採用しました。上部工断面は、

当初計画での4主構から3主構とすることで、合理化を図っています。

概要 summary

上 部 工 の 軽 量 化

現場でのコンクリート打設が上下床版に限定されるため施工の
省力化が図れます。施 工 の 省 力 化

トラス構造とすることにより橋梁全体の軽量感が創出され、景
観性が向上します。

景 観 性 の 向 上

特 長

ウエブに鋼管トラス材を用いることにより、上下床版へのプレス
トレス導入効率が向上します。

長 支 間 化

ウエブをコンクリートに換えて軽量な鋼管トラス材とすることに
より、上部工の軽量化が図れます。

上部工の軽量化、プレストレス導入効率の向上により、同条件
のコンクリートウエブ箱桁橋に比べて長支間化が図れます。

平成21年度 土木学会田中賞 ・ PC技術協会賞（作品部門）を受賞

プ レ ス ト レ ス の
導 入 効 率 の 向 上
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技術 technology

本橋の最大支間長は、同構造形式として世界最長となる119mであり、本橋の実現によりPC

複合トラス橋の適用範囲を広げました。

世界一の支間長

上下床版と鋼管トラス材の接合部となる格点構造には、要求される性能に対して構造性能、

経済性に配慮して、従来構造よりコンパクト化した二面ガセット格点構造を開発採用しました。

新しい格点構造の開発

先行工事の下り線工事で得られた知見をもとに更なる合理化を検討して、主構数を４主構

から３主構にすることでPC複合トラス橋を進化させています。

PC複合トラス構造の更なる合理化

猿田川橋・巴川橋の技術的特徴

格点構造イメージ

PC複合トラス橋の上部構造イメージ

施工段階の主桁断面

上床版コンクリート

鋼管トラス材

下床版コンクリート
コンクリート縦桁

格点部 外ケーブル

鋼管トラス材

ガセットプレート
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技術本部技術部 TEL：03-6385-8050

〒105-7365 東京都港区東新橋1-9-1

東京汐留ビルディング18F


